　　　　北野狂　教祖　菅　正徳さんのトークを聴講して

　






６９期　松永伸二




　９０回目を飾るトークリレーに、我が６９期の菅さんが、「六稜同窓会を思う」と題して

北野を六稜を熱くかたつた。

　六稜卒業生の培った知の宝庫をひとずずつ開く、各界で活躍する知見を招いて

トークすることではじまった由

　何度かこのトークを聴講させてもらったが、今回は少し様子が違う、異例の始まりだ。

演題からして「六稜同窓会を思う」は異色である、それに本日の会は２部構成講演の前に

北野吹奏楽団の在校生５４名による行進曲の演奏ではじまった。

　後に知ったことだが、この吹奏楽部創設に創部前からかかわった、菅さんに対する

答礼をかねていた、「菅先輩有難うございました」孫達の紅い声援にさすが教祖の頬も

崩れっぱなし、腹の古傷の痛みも吹っ飛んでいるようだ。聴講者の数も異例の多さだ、

６９期の６２名を含め１７０余名の先輩、後輩の聴講うれしい盛況ぶりだった。

　黒岩さんの６９．５期生のユニークな紹介でいよいよ菅教祖の登壇である。

　各界の知見が語る従来のトークとは違い中実はないかも知れないが、漫談を楽しむ

と思って聞いてほしい。

　トークはまず自身にかかわる北野　六稜への思い入れを述べることから始まった。

３度にわたる大動脈瘤の難手術を経て今日在るは、六稜医療団によって生かされている

或期の先生などは「この男は六稜にとって掛替えのない男生かしておこう」この話を

後に聞き本当に六稜の有難さを痛感したと、ここまで来るとまさに北野狂だ。

　ここで自らの北野へのきっかけを振り返って見たい。

　北野には昭和２９年に入学したのだが、人生振り返って何がうれしかったか

一番うれしかったのは北野への入学だと手放しの喜びよう尋常ではない。

　幸か不幸か彼も私も新北野中学出身である、この中学からは毎年４０数名が北野に

入学していた。当時北野高の先生方には、新北中は誇り高き英才の城を蝕む

インベーダのごとく思われていた節がある。故ガンジー先生に代表されるように

「お前珍北か・・珍北はだまっとり」「凡人の数学は暗記や暗記しとけ～」日々こんな

叱咤勉励の毎日であった。小生などは大変な学校に来たものだと萎縮のきわみ、

ところで彼は「ガンジー、ヨチヨチ何するものぞ小言はポタリポタリに泣かされる」

どこ吹く風と１５の春を満喫していた。ここにも磊落さの片鱗見せている。

　つずいてのうれしい思い出は、入学の歳に長年途切れていた、北野　市岡野球

　の定期戦が再開されたこと、戦前の定期戦で燃えに燃えた応援団どうしの騒動で

　停止なっていた。その再開である先輩諸氏は燃えたそうな、あのころの北野野球

　はまだ強かった、当日は両校で２千人の応援で校庭が埋まったそうである。

　「こりゃこそこそ抜けてチョロチョロ勉強なんぞしとられん」ここでも応援人生

　に嵌ってしまった。

ここで突然菅節　森繁調が飛び出す。

　「カチカチ山の神主が・・・今日も北野はカチカチカチカチ・・・」

「澱江春の花の宴・・・・」　人生北野の応援団に賭けようと思ったそうである。

　これが六稜応援人生の始まりだつた。

森繁節から話術を学ぶ。

　初めて聞くことだが、彼自身は人前で話すのが大の苦手だった、人前で話すとなると

　足が震えたそうである。だがそこは努力家これを克服するには、応援団で喋る

　しかない、これも六稜応援団に嵌るきっかけになったようだ。

さらに森繁話術に傾倒、特に間のとりかたに。

当時哲学青年の多かった進学校、華厳の瀧から飛翔した東大生の藤村操に憧れを

　抱く風潮が一時あった。

その風潮を心配した林校長の要請で、森繁先輩が来校されたと記憶している。

　己がマンチュウリンの思い出とともに青春とは何ぞやを熱く語られ胸を熱くした。

訓話もさり乍ら彼はその森繁節に傾倒したようだ。今日の彼のトーク見られる

　菅　節に、笑いあり、哀愁在り、六稜人生賛歌在り、いまや森繁　節を凌駕しつつある。

六稜同窓会の思い出

　１００周年事業として、大阪城庭園に梅１７７本を植樹寄贈事業にかかわる。

　　　　　　いまや梅林は冬の大阪を飾る名所となつている。

　１２０周年事業には　　北野ブラスバンド創設に貢献、１８年前ラクビーの天校戦が

花園ラクビー場が溢れんばかりにヒールド近くまで応援団で埋まった。

これは

　　　　　　北野もそろそろ来るで、来るべき甲子園で応援団にブラスバンドが

　　　　　　なかつたらさびしいで、この発想が発端そうである。

　１３０周年事業には六稜会館建設と寄贈　　３億５千万の寄付集めた。円形ホール

　　　　　　建設にもさすが英才の城、あれやれこれやれ、あれやこおや百家争鳴

　　　　　　”口は出すが金はださん”菅　節のジョークに小生もチクリ。

彼にはまだ夢があるそうだ。

最近北野高校の運動会少々さびしい、あの北野の仮装行列がない、ガンジーの首とか

　今中先生を五エ衛門に仕立てたり、月の砂漠を王子様　王女様の御輿を担がされて肩の

　痛かったこと。ＯＢが仮装行列を在校生が仮装ダンス、こんなコラボの運動会を

　やれないか。

ミニ同窓会は五エ衛門先生、菅教祖を囲みよくのみよく食べよく喋りの、これが古希

　を過ぎた集まりかと。夜の更けるのも忘れ盛り上がった。

宴もお開きそぼ降る雨の中十三駅に向かう途路、藤田まことの「十三のねえちゃん」

　浮かんだ、浜田のカッチャンが華甲「都会のオアシス」に描かれた十三の小便横丁

のかおりがした。

今日の菅さんのトークは、ペーソスと笑いを誘うものであったが総じてオーソドック

　でまじめな話５０年以前がタイムスリッﾌﾟし癒された楽しいトークを有難う。

欲をいえば今一度菅さんには、彼の補習課時代の「十三のネーチャン」や小便横丁

　にまつわるトークを聴かせてもらいたいものだ。

　

　　秀才の城と十三の少々猥雑な街が無難にコラボ出来る街それが北野だと強く思った
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